
と
じ
て
お
く
と
役
立
ち
ま
す
 

' 

男 	2 4、 986人 世帯数 	I 3 、 722世帯 

女 	2 6 、 761人 	（49年6月 1 日現在）住民基本台帳から 

市 の 人 口 

51、747人 

身体の不自由にもめげず 

23館讐鯵勢釦繋麟験製購驚篠：嬰 

ーツ日よりに恵まれたこの日は、家族づれなど150人ほどが
参加し、せんべい食いや車ィス競走、つなひきなどもりだくさ
んの種目に挑戦、身体の不自由さにもめげず健脚を競って楽し
いひとときを過ごしました。 

代理人選任届 

住 所 

氏 名 

生年月日 

私に係る 印鑑登録、印鑑登録改印、印鑑登録 

証明書 l通交付申請につき上記の者を代理人に 

選任し、その権限を委任したのでお届けします。 

昭和 年 月 日 

住 所 

氏 名 	 ④ 

五所川原市長 	殿 

ー
必
ず
枚
数
を
記
入
す
る
こ
と
 

印
鑑
証
明
 
代
理
人
で
も
 届

出
印
 

六
月
定
例
市
議
会
で
、
市
の

印
鑑
条
例
の
一
部
が
改
正
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
「
委
任
状
」
 

を
「
委
任
の
旨
を
証
す
る
書
面
 

」
に
改
め
ま
し
た
。
 

こ
の
結
果
、
い
ま
ま
で
代
理

人
が
印
鑑
登
録
ま
た
は
同
登
録

証
明
書
を

も
ら
い
に

き
た
場

合
、
委
任
状
に
印
紙
を
は
っ
て

い
ま
し
た
が
七
月
一
日
か
ら
印

紙
を
必
要
と
し
な
い
「
代
理
人

選
任
届
」
等
に
よ
る
と
り
扱
い
 

印
紙
は
不
要
で
す
 

に
な
り
ま
す
。
り
‘
一
 れ
 

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
委
任

状
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
委
任

状
と
し
た
場
合
は
、
印
紙
税
法

の
規
定
に
よ
り
五
十
円
の
印
紙

が
必
要
で
す
。
 

，
な
お
、
次
に
「
代
理
人
選
任

届
」
の
書
式
ち
ホ
し
ま
す
が
用

紙
は
便
せ
ん
、
ま
た
は
半
紙
に

委
任
者
本
人
が
必
ず
書
い
て
く

だ
さ
い
。
 

① （昭和33年9 月10日第 3種郵便物認可） 	1 部 6 円 

可にhかわら 
発行所 

五所川原市役所 

331号 

昭和49年7月 1 日 

印 刷 日刊民友新聞社 



市
で
は
、
市
立
図
書
館
を
充
実
す
る
た
め
市
献
本
運
動
実
行

委
員
会
へ
鎌
田
嘉
兵
衛
委
員
長
）
を
つ
 、
り
運
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
こ
れ
ま
で
図
書
二
千
穴

亘

ハ
十
九
冊
、
献
金
一
F
力
六
千
六
百
八
十

一
円
が
寿
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
の
ほ
ど
鎌
田
委
員
長
か
ら
佐
々
木
市
長
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。
廿
写
真
左
廿
 
献
本
に
協
力
さ
れ
た
み
な
さ
ん

に
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

）
鱗
鷺
（
麟
蕪
懸
簸
鎌
鰯
鷲
（
一
 

「鰯
懸
鰯
羅
麟
鰯
」灘
轟
鷺
麟
 

鰯
鷺
欝
鰻
難
麟
麟
 

問 

（和
室
）
、
 

②
 

叫
 

智
、
松
尾
隆
、
上
田
昌
弘
、
米

沢

弘
道
、
林
三
鏑
、
高
橋
‘
正

二
、
前
田
紀
夫
、
小
林
昭
二
、
 

渋
谷
長
作
、
坂
本
憲
昭
、
森
下

真
光
、
川
村
肇
 

北
村

一
億
、
寺
田
春
一
、
平

山
則
雄
、
鶴
谷
幸
千
、
宮
川
忠

義
、
金
川
豊
、
長
谷
川
宇
民
、
 

原
幸
三
郎
、
平
山
文
三
郎
、
堀

内
貞
雄
、
滝
谷
泰
康
、

一
戸
正

一
、
神
幸

一
、
鎌
田
嘉
兵
衛
、
 

加
納
金
作
、
」
蒲
光
正
、
金
川

鉄
男
、
木
下
知
、
前
田
紀
夫
、
 

丸
海
老
祐
造
、
増
田
桓
一
、
宮

川
健
三
郎
、
村
上
純
一
 

中
村
伸
太
郎
、
成
田
実
、
成

田
弘
三
、
成
田
不
二
雄
、
大
村

昭
五
、
小
山
内

修
導
、
 
尾
崎

正
雄
、
尾
崎

敏
勝
、
斎
藤

一

郎
、
佐
々
木
康
智
、

飛
島

孝

英
、
津
島
廉
造
、
山
田
真
伍
、
 

竹
鼻
儀
兵
衛
、
石
井
福
太
郎
、
 

杉
浦
英
治
、
永
田
良
治
、
花
田

英
夫
、
対
馬
克

夫
、
木
村

光

男
、
中
村
謙
治
、
鈴
木
義
人
、
 

斎
藤
鼎
 

中
島
嘉
四
雄
、
佐
々
木
孜
、
 

小
関
勝
治
、
竹
内
愛
真
、
葛
西

貞
夫
、
木
村
良
司
、
久
保
清
、
 

兼
平
亘
、
岩
谷
喜
一
、
奈
良
岡

良
二
、
花
田
優
子
、
谷
川
久
美

子
、
敦
賀
久
子
、
工
藤
育
子
、
 

秋
田
祥
子
、

三
上

昭
造
、
高

松
さ
な
え
、
小
田
桐
洋
子
、
安

田
誓
子
、
小
田
川
登
、
神
郁
雄

竹
内
和
子
、
市
農
業
協
同
組
合

柏
原
町
内
会
、
東
雲
町
内
会
、
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
職
員
一
 

同
 

（敬
称
略
）
 
 

献
金
に
切
丑
さ
松
た
方
 

天
内
福
松
、
江
渡
哲
哉
、
葛

西
専
造
、
菊
池
清
助
、
三
上
光

次
、
斎
藤
得
七
、
大
邑
与
造
、
 

高
橋
茂
一
、
上
田
義
一
、
成
田

秀
蔵
、
山
崎
幸
夫
、
藤
田
桂
一11
 

市
婦
人
連
絡
協
議
会
、
弥
生
町

町
内
会
、
大
橋
豊
男
、
藤
田
ク

リ
ー
 
ニ
ン
グ
店
、
柏
原
町
内

会
、
高
橋
巌
、

丸
友
商
事

会

社
、
石
井
柾
次
郎
、
小
林
康
男

飛
島
恭
蔵
、
小
関
勝
治
、
斎

藤
松
次
郎
、
斎
藤
信
男
、
姥
子

竹
次
郎
、
原
太
津
美
、
斎
藤
栄

吉
、
花
田
正
、
対
馬
郁
夫
、
対
 

市
が
、
昨
年
十

一
月
か
ら
新

宮
団
地
に
建
設
し
て
い
た
「
森

の
家
」
井
写
真
左
廿
が
こ
の
ほ
 
 

馬
弘
育
、
鳴
海
善
夫
、
渡
辺
清

津
雄
、
荒
木
関
幸
七
、

荒
関

正
昌
、
五
所
川
原

青
年

ク
ラ

ブ
、
五

一
中
母
の
会
、
川
村
嘉

太
郎
、
新
岡

春
幸
、
境
谷

鉄

弥
、
鶴
谷
久
造
、
高
崎
徳
広
、
 

鰐
田
由
太
郎
、
大
川
つ
ね
、
木

下
知
 

幾
島
町
町
内
会
、

成
田

辰

雄
、
岩
木
町
寺
町
町
内
会
、
帯

川
勝
巳
、
斎
藤
竹
三
郎
、
三
上

サ
ョ
、
工
藤
弥
左
工
門
、
新
山

清
彦
、
高
橋
清

堅
、
成
田

た

き
、
 一
戸
清
成
、
黒
滝
久
治
、
 

柳
沢
喜
次
郎
 
（
敬
称
略
）
 

ど
完
成
し
ま
し
た
。
 

「
森
の
家
」
は
、
新
宮
団
地
 

の
老
人
、
身
障
者
、
母
子
家
庭
 

の
入
居
者
の
福

祉
施
設
と
町
内

の
集
会
所
を
兼

ね
て
い
ま
・r
。
 

総
工
費
約

一
 

千
五

百
万
円
、
 

補
強

り
ン

ク
リ
 

ー
ト
プ
 ロ
りノ
ク
 

造
り
、
平
家
建

て
c
二
百
三
十
 

ゾ
方
M
。
大
広
 

老
人
、
嶋
障
者

用
各
フ
ロ
場
、
 

調
理
室
完
備
。
 

車
ィ
ス
専
用
の

出
入
り
口
も
あ
 

h
ま
す
。
 

コ
 行

政
管
理
庁

で
は
、
み
な
さ
 

難

ぞ
話
報
騒
 

鯵
一
一
一

線
 

・

一
 
談
 
相
談
委

員
」
に

に
 
相
 

委
嘱
し
て
お
り
 

一
 
田
 

ま
す
。
 

市
『

氏
揺
維
？
 

r
 

一
 
字
桜
木
廿
電
話

⑤
」
う
四
八
番
 

〇
渋
谷
志
郎
氏
廿
市
内
柏
原

町
廿
電
話
⑤
二
六
七
二
番
 

相
談
は
、
無
料
で
あ
り
、
口

頭
、
に
訂
、
手
紙
の
い
ず
れ
で

も
け
（
こ
う
で
す
。
み
な
さ
ん

の
秘
密
を
守
り
、
親
身
の
お
せ

わ
・
『
て
し
ま
す
。
 

相
談
は
、
役
所
D
仕
事
こ
関
 

（
る
こ
と
で
あ
れ
ぱ
な
ん
で
も

よ
く
、
‘
」」

神
か
 f
き
が
わ
か

ら
た
い
．
な
ど
日
頃
お
困
り
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
不
満
、
苫

情
な
ど
を
ど
う
ぞ
。
 

犬
の
放
し

洞

い

は
や

め
よ

・
フ
 

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ

り
、
人
に
危
害
か
一
【乞
た
り
、
 

畑
作
が
荒
さ
れ
て
」
る
と
市
民

か
ら
苦
情
が
で
て
い
ま
す
。
 

愛
犬
家
の
み
な
さ
ん
、
犬
の

放
し
飼
い
は
絶
対
や
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

献
本
に
協
力
さ
れ
た
方
 

江
渡
哲
哉
、
三
上
昭
二
、
神

清
満
、
三
上
京

一
、
成
田
修
、
 

木
村

一
善
、
三
浦
新
一
、
堀
内

百
合
子
、
島
田
克
孝
、
川
村
裕

二
、
山
谷

富
男
、
小
山
内

寿

一
、
小
関

て
る
ょ
、
菊
池

清

助
、
小
林
ヒ
サ
、
辻
馨
、
伊
藤

定
一
、
伊
藤
怜
、
藤
森
兼
世
、
 

藤
森
伏
也
、
蛸
島
長
三
郎
、
藤

田
桂
三
、
藤
田
昭
三
 

毛
内
秀
一
、
笠
井
儀
作
、
堀

内

正
男
、
白
戸
徳
義
、

高
橋
 

巌
、
藤
森
健

悦
、
藤
田
平
太

郎
、
村
田
き
え
、
須
郷
純
彦
、
 

工
藤
忠
造
、
阿
部
孫
市
、
佐
藤

喜
丈
、
寺
田
孫

一
郎
、
原

真

紀
、
阿
部
巌
夫
、
阿
部
秀
弘
、
 

伊
藤
健

四
郎
、
佐
藤
慎
一
、
 

藤
田
寛
一
、
伊
藤
弥
四
郎
、
佐

々
木
善
造
、
長
崎
司
、
黒
滝
久

治
 浜

谷
勇
次
郎
、
岩
館
忠
雄
、
 

清
野

吉
弥
、
太
田
仁
、

三
橋

勝
、
太
田
高
志
、
浅
利
徳
義
、
 

佐
藤
正
人
、
石
沢
孝
男
、
加
藤

克
彦
、
秋
田
谷

吉
光
、
鳴
海
 

「
森
の
家
」
完
成
 



おしらせ 

 

 

璽
験
黙
欝

三
十
一
日
 

鷺
道
蕪
」
ぎ
農護

‘
な
 

地
元
民
の
自
主
的
な
奉
仕
活
動
で
お
こ
な
っ
て
い
る
市

の
「
道
晶
愛
護
運
動
」
は
、
こ
と
し
も
七
月
一
日
の
小
曲

を
皮
切
り
に
七
月
三
十

一
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

赤ちゃんのツベルクリン 

B O G 接 種 

ことしから、結核予防法の 1 部改正により、乳幼児は生後 

6 カ月から満 3 歳まで、小学 1 年、中学 2 年の生徒は学校で

実施します。保育所、児童館などに入園じている満 3 歳以下

のお子さんは施設で実施しております。 

ン対 象 生後6 カ月から満 3 歳まで レ料金 無料です 

区譲鰯者暴 C 曾 時間 場 	所 

七和地区 7月巧日 7月17日 1 築2.00 七和支所 

中川 'I 	7 月17日 	7 月19日 	I, 	中川支所 

飯詰ク 	ク 	ク 	ク 	飯詰支所 

長橋 I' 	7 月22日 	7 月24日 	I, 	長橋診療所 

松島ク 	ク 	カ 	ク 	松島支所 

南小学区 	7 月29日 	7 月31日 	1 .30--2.30 中央公民館 

③
 

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

▽

一
日
（
月
）
 
小
曲
▽
一
一

日

（火
）
 
毘
沙
門
、
長
富

▽
三
日
 
（
水）
ー
六
日
 
（
土
 

）
 
松
島
 
▽
九
日
（
火
）
、
 

十
日

（
水）
 
中
川
▽
十
五
日
 

（月
）
、
十
六
日

（火
）
 
飯
詰

▽
十
七
日
（
水
）
 
梅
田
、
 
 

中
泉
▽
二
十
日

（
土
）
、
二
十

二
日
 
（月
）
、
二
十
三
日
 
（火
 

）
 
長
橋
▽
二
十
四
日
 
（
水）
 

？
二
十
六
日
 
（
金）
 
七
和

▽
二
十
七
日
 
（
土
）
、二
十

九
日
 
（月
）
 
栄
▽
三
十
日
 
（
 

火
）
、
三
十
一
日
 
（
水）
 
三

好
 

新
し
い
電
気
料
金
が
さ
る
五

月
二
十
一
日
認
可
さ
れ
、
六
月

一
日
か
ら

実
施
さ
れ
て
 
い
ま

す
。
 

こ
の
た
め
、
六
月
分
の
電
気

料
金
は
新
、
旧
混
み
で
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
七

月
分
か
ら
全
面
的
に
新
料
金
と

な
り
ま
す
。
 

新
料
金
は
、
省

ェ
ネ
ル
ギ
ー
 

の
立
場
か
ら
多
く
使
う
ほ
ど
割

高
と
な
る
逓
増
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 し
た
が
っ
て
、
た
と

え
ば
家
庭
用
電
灯
の
ー
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
料
金
は
、
こ
れ
ま
で

一

律
十
円
六
十
五
銭
で
し
た
が
、
 

新
料
金
で
は
最
初
の
百
二
十
キ
 

第
二
十
四
回

社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
が
七

月
一
日
か
ら
七

月
三
十

一
日
ま

で
お
こ
な
わ
れ

ま
す
が
、
今
年

度
の
重
点
目
標

は
青
少
年
の
非

行
防
止
の
た
め

の
地
域
活
動
の

推
進
と
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

家
庭
で
は
親
子
の
ほ
ん
と
う

の
対
話
、
職
場
で
は
非
行
を
防

ぐ
た
め
の
こ
ま
や
か
な
配
慮
、
 

地
域
で
は
さ
わ
や
か
な
環
境
が
 

ロ
ワ
ッ
ト
時
ま
で
は
十
一
円
九

十
五
銭
、
次
の
八
十
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
ま
で
は
十
五
円
三
十
銭
、
 

さ
ら
に
そ
の
 
超
過
分
は
 
十
六

円
ー
ハ
十
五
銭
と
 
な
っ
て
い
ま

す
。
 

新
料
金
は
、
福
祉
方
面
へ
の

配
慮
か
ら
社
会
福
祉
施
設
や
生

活
保
護
家
庭
は
、
来
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
据
え
置
き
さ
れ

ま
す
。
 

電
気
税
は
、
現
在
六
％
、
免

税
点
千
二
百
円
で
す
が
、
将
来
 

（
九月
頃
）
五
％
に
、
免
税
点

は
二
千
円
程
度
に
な
る
予
想
で
 

す
。
 

（
東
北
電力
）
 
 

望
ま
れ
ま
す
。
 と
く
に
、
非
行

に
走
っ
て
い
る
と
き
は
あ
た
た

か
い
 
手を
さ
し
の
べ
 ま
し
ょ

う
。
地
域
の
人
々
み
ん
な
の
力

で
、
青
少
年
の
明
る
い
成
長
を

助
け
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

五
所
川
原
地
区
保
護
司
会

五
所
川
原
地
区
 

更
生
保
護
婦
人
会

職

場
体
操
 
の
 

巡
 
回
 
指
 
導
 

▽
体
操
の
種
類
 

日
本
放
送
協
会
制
定
「
ラ
ジ
 

ォ
体
操
第

一
」
 

▽
指
導
の
日
時
 

各
職
場
、
事
業
所
か
ら
の
指
 

定
日
時
に
係
員
が
訪
問
指
導
し
 

ま
す
。
 

▽
指
導
の
時
間
 

体
操
の
意
義
と
実
技
指
導
 

十
分
間
 
 

▽
指
導
員
 

市
教
育
委
員
会
「
太
陽
と
雪
 

の
課
」
係
員
、
市
体
育
指
導
委
 

ロ貝
 ▽

指
導
料
 
不
要
で
す

▽
申
込
み
先
 

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
左
記

へ

市
内
岩
木
町
一
二
、
市
教
育

委
員
会

「
太
陽
と
雪
の
課
」
、
 

電
話
⑤
二

一
一
一
番
（
内
線

二
四
九
番
）
 

花
火
遊
び
は
安
全
に
 

「
遊
ぶ
と
き
は
大
人
と
一
緒

に
 
水

の
 
用
意
も
忘
れ
ず

に
」
 

「
花
火
を
人
や
建
物
に
向
け

た
り
、
燃
え
や
す
い
所
で
遊
ぶ

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
 

「
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度

に
火
を
 
つ
け
て
は
 
い
けま
せ

ん
」
 

嘩年の道路愛護運動（小曲で） 

「手をつなぎ築こう 

非行のない社会 1 

新
し
い
電
気
料
金
 

使
う

ほ
ど

割
高
に
 



家
出
人

相
談

所
を
開
設
 

八
月
一
日
か
ら
警
察
で
 

④
 

警
察
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

家
出
人
の
相
談
を
う
け
ま
す
と

所
在
の
発
見
や
行
先
の
調
査
に

つ
と
め
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま

だ
に
手
が
か
り
の
な
い
方
も
相

当
数
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
ょ
う
な
、
消
息
の
わ
か

ら
な
い
家
出
人
の
な
か
に
は
、
 

〈
 
入
者
は
、
い
ま
お
よ
そ

一
万
八
 

（
 
千
人
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方

＼
 
は
、
き
た
る
べ
き
高
齢
化
社
会
 

一
 

一
 

）
 
ら
の
国
民
年
金
の
果
た
す
役
割
 

《
 
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
 

）
 
す
。
 そ
の
反
面
、
国
民
年
金
に
 

（
 
加
入
し
て
い
な
い
人
も
多
く
、
 

「
 
将
来
、
年
金
か
ら
と
り
残
さ
れ

宇
 
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
 
 旅

行
先
で
の
病
死
、
思
い
が
け

な
い
事
故
、
自
殺
な
ど
に
」
h
ノ

異
郷
の
地
で
無
縁
仏
と
し
て
寂

し
く
お
盆
を
迎
え
る
方
も
多
数

あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
不
幸
な
か
た
が

た
を
一
日
も
早
く
身
寄
り
の
か

た
に
お
引
取
り
願
う
た
め
、
こ
 

加
入
の
対
象
は
 

昭
和
三
十
六
年
に
発
足
し
た

国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
料
を

か
け
る
と
い
う
拠
出
制
が
中
心

で
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま

で
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
組

合
な
ど
職
場
の
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
な
い
限
り
、
す
べ
て

加
入
 
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
や
学
生
な
ど
は
希
望
加
入
）
 

'
 

と
し
も
八
月
一
日
2

三
十
一
旧

ま
で
、
五
所
川
原
警
察
署
に

「
 

家
出
人
相
談
所
」
を
開
設
し
て

身
元
の
わ
か
ら
な
い
死
者
の
記

録
や
写
真
を
準
備
し
、
み
な
さ

ん
の
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
心
あ
た
り
の
方
は
、
警

察
署
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

移
動
母

子
福

祉
 

セ
ン

タ
ー
開
設
 

母
子
、
未
亡
人
家
庭
の
経
済
 

活
に
役
立
つ
年
金
の
保
障
が
あ

る
の
で
安
心
で
す
。
 

い
ま
が
チ
ヤ
ン
ス
で
す

昭
和
三
十
六
年
当
時
か
ら
、
 

国
民
年
金
に
当
然
加
入
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
人
で
あ
っ
て
、
 

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
 

将
来
は
ど
こ
か
ら
も
年
金
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
時
に
な
っ
て
あ
わ
て

て
加
入
し
よ
う
と
し
て
も
ま
に
 

あ
い
ま
せ
ん
。
 

い
ま
、
こ
の

よ
う
な
人
が
国

民
年
金
に
加
入

す
る
と
、
過
去
 

の
保
険
料
を
分
割
、
ま
た
は
ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 こ
の

丸
う
な
特
別
の
方
法
に
よ
っ
て

納
め
ら
れ
る
期
限
は
、
昭
和
五

十
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年
金

を
う
け
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
 
 

的
自
立
と
生
活
の
安
定
を
は
か

る
た
め
開
設
し
ま
す
。
 

▽
対
象
 
母
子
、
未
亡
人
家

庭
 ▽

と
き
 
七

月
ー
十

月
ま

で
。
 （
毎週
土
曜
日
、
午
後
六

時
か
ら
九
時
ま
で
）
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

▽
内
容
 
洋
裁
 

▽
購
師
 
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
ら
派
遣
 

▽
受
講
料
 
月
額
五
百
円

▽
申
込
み
 
市
内
大
町
小
関

一■
‘
，
 

五
月
十
六
日

簡
易
保
険
の
契

約
高
が
二
十
兆

円
を
突
破
し
ま

し
た
。
 

簡
易
保
険
料

は
、
保
険
金
と

し
て
お
支
払
い

さ
れ
る
ま
で
積

立
ら
れ
、
そ
の

資
金
の
多
く
は
 

市
町
村
の
 小
、
中
学
校
、
 
住

宅
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
建
設

資
金
と
し
て
融
通
さ
れ
て
お
り
 

「
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
郵
政
省
で
は
こ

の
二
十
兆
円
突
破
を
記
念
し
、
 

政
府
関
係
機
関
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
の
協
力
の
も
と
に
六
月

一
日
か
ら
七
月
末
ま
で
を
簡
易

保
険
の
「
契
約
高
二
十
兆
円
突

破
記
念
募
集
」
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 
 

書
店
内

「
母
子
福
祉
会
」
事
務

局
、
市
福
祉
事
務
所

へ
 

近

世
古

文
書

の
 

解

読
講

習
会
 

▽
と
き
 
七
月
十
四
日
。
午

前
九
時
ー
午
後
四
時
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

▽
定
員
 
五
十
人
。
 
（定
員

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
）
 

▽
受
講
料
 
無
料
で
す
。
た

だ
し
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
五
百

円
（
申
込
み
と
同
時
に
納
入
の

こ
と
）
 い
た
だ
き
ま
す
。
 

▽
申
込
み
場
所
 
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
、
市
中
央
公

民
館
 

八
講
師
v
 
貝
森
格
正
氏

（
 

県
文

化
財
保
護
協
会

常
任
理

事
）
、
秋
元
省
三
氏

（市
文
化

財
審
議
委
員
会
議
長
）
、
泉
無

味
氏

（
日
本
書
作
家
協
会
書
道

教
師
）
 

現

況

届
を
提

出
 

し

ま
し

た

か
 

市
で
は
、
六
月
中
に
児
童
手

当
の

「
現
況
届
」
 
（
認定
書
）
 

を
受
付
け
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

提
出
し
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
早
急
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
六
月
一
日
付
け
広
報
に

掲
載
さ
れ
た
支
給
条
件
の
一
部

が
、
そ
の
後
の
制
度
の
改
正
に

よ
り
次
の
よ
う
に
変
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

▽
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
ひ
と
り
以
上
が
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
で
あ
る
こ
と
 

▽
養
育
者
本
人
の
前
年
度
の

所
得
額
が
、
扶
養
親
族
な
ど
五

人
の
場
合
二
百
六
十
三
万
六
千

六
百
二
十
五
円
を
こ
え
な
い
所

得
で
あ
る
こ
と
 

（市
福
祉
事務
所
）
 

若
山
、

毘
沙
門
 

に
 
「黒
星
病
」
 

園
地
の
総
点
検
を
 

り
ん
ご
の
大
敵
と
い
わ
れ
る
 

「
黒
星
病
」
が
、
さ
る
六
月
一
一

十
日
市
内
若
山
、
毘
沙
門
の
り

ん
ご
園
（
約
六
〇
ァ
ー
ル
）
 
に

発
生
し
ま
し
た
。
 

「
黒
星
病
」
杜
、
早
期
発
見

と
徹
底
し
た
防
除
に
よ
り
、
果

実
へ
の
被
害
は
く
い
と
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
と
く
に
高
接
枝
や

苗
木
、
若
木
を
中
心
に
総
点
検

し
、
発
見
し
た
ら
関
係
機
関
の

指
導
の
も
と
に
早
期
防
除
を
お

こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

住
宅
金
融
公
庫
 

個
人
融

資
の
 

締

切
り

迫
る
 

住
宅
金
融
公
庫
融
資
（
個
人

住
宅
）
の
受
付
け
期
限
は
、
九

月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
と
し
は
金
融
引
締

め
の
事
情
を
反
映
し
、
申
込
み

が
殺
到
し
て
い
る
た
め
締
切
り

は
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

住
宅
の
新
築
を
希
望
し
、
融

資
の
ご
利
用
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
 一
日
も
早
く
申
込
ま
れ

る
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
土
木
事
務
所
建
築

指
導
課
）
 

～
 
配
さ
れ
ま
す
。
 

（
 

国
民
年
金
に
 

）
 
加
入
し
な
け
れ
 

」
 
ぱ
な
ら
な
い
人
 

”
 
で
、
加
入
し
て
 

～
 
五

所
川
原
市
の
国
民
年
金
加
 
す
o
 

一
 
い
な
い
人
が
老
齢
年
金
を
も
ら
 
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
や
ん
o
 

｝
 
え
る
よ
う
に
な
っ
た
人
の
話
を
 
そ
し

て
、
加
入
と
同
時
に
保
 

、
 
聞
き
「
い
ま
か
ら
国
民
年
金
に
 

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
 

）
 
入
っ
て
も

遅
く
あ
り

ま
せ
ん
 

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
、
身
 

、
 
か
」
と
相
談
に
訪
れ
る
方
が
あ
 
体
障

害
者
や
母
子
家
庭
に
な
っ
 

》
 
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
は
、
 

た
と
き
年
金
が
支
給
さ
れ
る
、
 

『
 
国
民
年
金
の
内
容
を
よ
く
理
解
 

と
に
 
な
り
ま
す
。
こ
の
 
よう
 

】
 
し
て
い
な
い
た
め
、
年
金
は
遠
 

に
国
民
年
金
に
加
を
呆

険
料
 

、
・
 、
 
I
 
・
‘
 、
‘
 く
 
f
 
、
‘
 
、
『
 

「
 
い
将
来

の
も

の
と
し
か
考
え
 

を
納
め
て
い
る
人
は
、
老
後
や
 

す
o
 

国
民
年
金
係
 

』
一
 て
い
な
い
人
が
多

い
 
よう
で
 

不
測
の
事
故
に
あ
っ
て
も
、
生

、
 

住みよし、街づくりに 

懸が役立っています 

【
・

r
 

(
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昭
和
初
期
に
水
売
り
娘
 

川端町にある「女子部の井戸」 

島
家
の
み
な
さ
ん
へ
 

川
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
 

農
薬
の
つ
か
い
の
こ
し
、
空
き

袋
、
容
器
、
廃
ビ

」
ー
ル
な
ど

は
肝
に
捨
て
な
 
ジ

‘
一
「
「
―ー

 

い
よ
う
に
し
ま
  

」
、I
一
 

し
ょ
う
。
 

.

.
 

．
  

二
 

岩
木
川
の
水
 

は
飲
料
水
に
 
な
って
 
お
り
ま

す
。
 

十
三
湖
で
は
上
流
か
ら
流
れ

て
き
た
廃
物
の
た
め
、
漁
民
の

操
業
に
支
障
が
お
き
て
お
り
ま
 
 

十
（
 

川
は
汚
れ
て
い
る
 

川
に
ご
み
、
し
尿
を
捨
て
る

と
河
川
法
な
ど
に
よ
っ
て
罰
せ
 

ら
れ
ま
す
。
十
三
湖
に
流
れ
つ

く
ご
み
だ
け
で
年
間
二
O

〇
ト

ン
に
も
な
る
．と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

十
三
湖
は
、
ご
み
で
魚
介
類
 
 

の
成
長
に
被
害
が
で
て
お
り
ま

す
。
川
は
 
み
ん
な
の
 
も
の
で

す
。
 

ご
み
を
捨
て
て
罰
せ
ら
れ
る
 

よ
り
、
ご
み
を

捨
て
な
い
で
き

れ
い
に
し
ま
し

よ
う
。
 

こ
み
を
川
に
捨
て
る
と
 

河
川
法
 
三
カ
月
以
下
の
懲
 

役
 
三
万
円
以
下
の
罰
金
 

廃
棄
物
処
理
法
 
五
万
円
以
 

下
の
罰
金
 

に
処
分
さ
れ
ま
す
 

募
 

集
 

「
お
母
さ
ん
教
室
」
の
生
徒

主
催
 
市
教
育
委
員
会
 

対
象
 
就
学
前
の
お
子
さ
ん

を
第
一
子
に
も
つ
お
母
さ
ん
 

目
的
 
就
学
を
前
に
し
て
不

安
の
多
い
お
子
さ
ん
を
ど
の
よ

う
に
導
い
た
ら
よ
い
か
 

文
字
の
指
導
と
子
ど
も
の
し

つ
け
方
、
病
気
と
救
急
法
な
ど

▽
申
込
み
 
七
月
十
日
ま
で

市
中
央
公
民
館
へ
 

水
 

レ
し
 

ー
・
し
 

、
ノ
 

，
 ‘
ー
 

大
正
の
末
頃
か
ら
昭
和
の
初

め
に
か
け
て
、
五
所
川
原
の
町

に
手
車
に
水
槽
を
積
ん
で
水
を

売
り
歩
い
て
い
る
、
全
国
で
も

珍
し
い
 情
景
が
見
ら

れ
ま
し

た
。
 

父
が
手
車
を
ひ
い
て
娘
が
手

桶
一
杯
二
銭

（
当
時
は
米

一
升

十
二
銭
五
厘
）
 の
水
を
届
け
る

の
で
す
が
、
水
は
よ
く
売
れ
繁

昌
し
た
の
で
、
ま
も
な
く
も
う

ひ
と
組
の
父
娘
が
水
売
り
を
始

め
た
と
の
こ
と
で
す
。
 

そ
の
水
は
通
称
川
端
町
に
あ

る
「
女
子
部
の
井
戸
」
か
ら
く

ん
で
来
た
も
の
で
し
た
。
 

「
女
子
部
の
井
戸
」
と
い
う

の
は
、
昔
こ
の
地
域
が
開
拓
さ

れ
、
代
官
所
が
設
け
ら
れ
た
天

和
元
年

（
一
六
八
一
年
）
頃
代
 
 

官
所
の
井
戸
と
し
て
堀
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
、
こ
こ
に
町
立

五
所
川
原
女
子
尋
常
高
等
小
学

校
が
あ
っ
た
の
で
こ
う
呼
ぱ
れ

て
い
た
の
で
す
。
こ
の
井
戸
の

水
だ
け
は
特
に
水
質
が
よ
く
、
 

お
茶
の
湯
に
は
欠
か
せ
な
い
と

い
わ
れ
、
水
売
り
が
繁
昌
し
た

の
で
す
。
昭
和
二
年
、
町
に
上

水
道
が
竣
工
し
て
給
水
が
開
始
 

さ
れ
、
こ
の
の
ど
か
な
水
売
り

の
姿
も
消
え
ま
し
た
。
 

昔
五
所
川
原
の
地
域
は
飲
料

水
を
井
戸
水
に
頼
っ
て
い
ま
し

た
が
、
水
質
が
非
常
に
悪
く
鉄

分
や
有
機
質
を
多
量
に
含
ん
で

い
た
た
め
、
お
米
を
炊
く
と
色

が
つ
い
た
り
、
お
茶
は
黒
く
な

る
な
ど
し
、
大
き
な
樽
に
木
炭

や
砂
で
も
っ
て
自
家
用
の
浄
化

装
置
を
作
っ
た
も
の
だ
と
も
言
 
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 こ
の
悩
み
を

解
消
す
る
た
め
、
五
所
川
原
の

上
水
道
の
創
設
は
、
県
内
で
も

青
森
市
に
次
ぎ
二
目
番
と
い
う

古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
水

ほ
ど
か
け
替
え
の
な
い
も
の
は

な
い
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
水

は
た
だ
同
然
で
あ
り
、
無
限
に

あ
る
と
い
う
考
え
方
を
反
省
し

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
 

各
家
庭
の
水
道
に
つ
い
て
も

い
ま
一
度
点
検
し
、
量
水
器
の

管
理
も
十
分
注
意
願
い
ま
す
。
 

給
水
装
置
や
、
水
道
料
金
な

ど
不
審
な
点
に
つ
い
て
は
、
ど

う
ぞ
い
つ
で
も
水
道
課
の
方
へ

お
間
い
あ
わ
せ
願
い
ま
す
。
 

限
り
あ
る
水
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

は
汚
鷺
 ゲ
、
 



⑥
 

含

む
 

厚
生
省
は
、
こ
の
ほ
ど
発
が

ん
性
の
疑
い
が
あ
る
塩
化
ビ
ニ

ル
 （
モ
ノ
マ
ー
）
 
含
有の
ス
プ

レ
ー
式
殺
虫
剤
の
販
売
中
止
と

回
収
措
置
を
し
ま
し
た
の
で
、
 

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
す
で
に
購

入
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
ら
回
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

▽
塩
化
ビ
ニ
ル
ガ
ス
を
使
用

し
て
い
る
旨
の
表
示
の
あ
る
ス

プ
レ
ー
式
殺
虫
剤
は
使
用
し
な
 

熱

、
綴
 

M
叫
粕
訓
艦
戴
軒
乱
漂
m
 

い
こ
と
。
 

▽
こ
の
殺
虫
剤
は
、
ゴ
ミ
の

中
に
混
入
し
た
場
合
爆
発
Q
だ

険
が
あ
り
ま
す
の
で
ー
か
っ
て

に
廃
棄
す
る
こ
と
な
く
購
入
し

た
店
に
持
参
し
て
処
理
を
依
頼

す
る
こ
と
。
 

な
お
、
回
収
に
つ
い
て
不
審

の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
も
よ
り

の
保
健
所
か
県
医
務
薬
務
課
に

お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 、 

回
‘
収睦
か
協
難
 

割“ 

、おはようマラソンスター 

大
麻
を
発
見
し

た
ら
連
絡
を
 

野生の大麻の葉 

お
は
よ
う

サ
イ

ク
リ
ン
グ
 

▽
と
き
 
七
月
七
日

（
日
）
 

▽
集
合
 
午
前
五
時
半

（
市

庁
舎
前
お
ま
つ
り
広
場
）
。
出

発
 
午
前
六
時
 

▽
対
象
 
小
学
校
四
年
生
以

上
の
男
女
市
民
 

▽
早
苗
コ
ー
ス
 

湊
ー
姥
惹
ー
水
野
尾
ー
米
田
 

ー
市
庁
舎
前
。

往
復

十
ー
キ
 

ロ
。
 

大
麻
を
悪
用
す
る
と
、
自
制

心
を
失
い

精
神
錯
乱

を
起
こ

し
、
つ
い
に
は
暴
力
行
為
や
犯

罪
を
犯
す
恐
し
い
結
果
に
な
り

ま
す
。
 

野
生
の
大
麻
は
、
お
も
に
人

家
の
ま
わ
り
、
道
端
、
ゴ
ミ
捨

場
、
空
地
な
ど
に
は
え
、
五
月

頃
か
ら
九
月
頃
ま
で
に
生
育
し

秋
に
な
る
と
実
が
な
り
ま
す
の

で
実
が
な
ら
な
い
う
ち
に
抜
去

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

野
生
の
大
麻
は
、
本
県
は
北

海
道
に
次
い
で
、
全
国
で
二
番

め
に
多
い
わ
け
で
す
が
、
昨
年

度
は
、
南
部
地
区
を
主
と
す
る

県
内
で
五
百
万
本
、
飯
詰
地
区

を
主
と
す
る
市
内
で
八
千
本
を

抜
去
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
 

県
内
で
六
百
万
本
、
市
内
で

一
 
 

万
本
を
抜
去
す
る
予
定
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
大
麻

の
花
は
細
か
く
白
っ
ぼ
い
ほ
う

で
、
葉
は

写
真
の

と
お
り
で

す
。
 

野
生
の
大
麻
を
発
見
し
た
ら

保
健
所
、
警
察
署
（
駐
在
所
）
 

市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
免
許
を
受
け

な
い
で
、
大
麻
を
持
っ
て
い
た

り
、
植
え
た
り
し
ま
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
 

い
。
 

（
市
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
）
 

就
労
の
実
態
調
査
 

県
の
出
稼
就
労
実
態
調
査
が
 

七
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
 

す
。
 

こ
の
調
査
は
、
本
県
の
出
稼
 
 

行
政
を
推
進
し
て
い
く
う
え
や

必
要
な
基
本
的
な
資
料
を
得
る

た
め
に
お
こ
な
う
重
要
な
調
査

で
す
の
で
、
調
査
員
が
う
か
が

い
の
際
は
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
の
ほ

ど

四
十
九
年

度
の
 

「
水
道
料
金
等
徴
収

員
」
を
次
の
と
お
り

委
託
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

長
尾
与
広

（
松
島

町
）
、
安
田
義

一
（
 

下
平
弗
町
）
、
近
藤

き
え

（
平和
町
）
、
 

長
内
唯
六

（
錦
町
）
 

吉
村
栄

（
栄
町
）
、
 

高
橋
武

一
（東
町
）
、
木
村
イ

ナ
 
（湊
）
、
藤
田
さ

だ

（
田

町
）
、
原
一
郎

（
新
宮
町
）
、
 

吉
村
嘉
右

工
門

（
漆川
）
、
川

ロ
ハ
ル
ェ
 （
梅
田
）
、相
馬
堅

固
（
水
野
尾
）
、
種
村
清
照

（
 

高
瀬
）
、
竹
谷
弥
次
郎

（
下
平

井
町
）
、
山
ロ
キ
ク
 （
飯詰
）
 

斎
藤
リ
セ
 （鎌
谷
町
）
、
岩
谷

賢
司

（
寺
町
）
、
北
岡
得
次

（
 

寺
町
）
、
福
士
孝
一
（岩
木
町
）
 

福
士
行
男

（
旭
町
）
、
平
山

国
太
郎

（新
町
）
、
井
沢
い
す
 

（
東
雲
町
）
、
成
田
平
司

（
 

雛
田
）
、
笹
田
義

美

（
弥
生

町
）
、
松
本
平
内

（
柏
原
町
 

）
、
竹
浪
誠
一
（
千
鳥
町
）
、
 

小
田
桐
七
郎

（
千
鳥町
）
、
高

橋
タ

マ
 
（東
町
）
、
堀
内
学
郎
 

（
平
和
町
）
 平
山
浩

（市
納
 

税
組
合
）
 

（
敬
称
略
）
 

クゆつくりでも走ろうクと昨年6月から始めた平和町の「おはようマ

ラソソ」が、ことしも 6月10日の時の日にスタートしました。 
"  

ことしは、市教育委員会も後援し近くの元町、柳町、田町、栄町から 

も多勢参加しています。毎朝プ旧望競‘夢発ニノドを 4周、 1 キロを走 
v’ 	 ー ~ 

るマラソンには、パパに手をひかれた幼児や71歳のおぱあちゃんまで参

加、さわやかな朝の空気を胸いっばい吸って汗事流していました。 

「おはようマラソニノ」は10月までに0キロを 目標にしております。ど 

なたもお気軽に参加しましょう。 

水道料委託徴収員決まる 

広
報
 
の
早

期
配

布
に
ご

協
カ
だ

さ

い
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